
み、1人で10台近い機械を担当することが可能になってい
るのだ。
同社の主力は、エアコンの冷媒流量をコントロールする
電動弁の部品だ。エアコンは冷媒ガスによって熱を移動さ
せ、室温を上下させる。電動弁はエアコンの要

かなめ

となるもの
だけに、安定かつ正確に動くように部品にも高精度が要求
される。　
今回、助成金の申請を決めたのは、電動弁用部品の受注
量が年々、増大しているのに加え、新たな製品の開発・製
造を行うことになったためだった。大幅な増産体制を敷く
ため、プログラム制御で自動加工できるCNC旋盤機4台、
加工した部品を脱脂洗浄するための自動洗浄機1台の計5
台の工作機械導入を決めた。

●新設備の導入効果は？

実際に、どのような導入効果があったのだろうか。
まず、新たな製品の増産について。新たな製品とは、歯
のかぶせものに使う部品（歯科切削加工用レジンブロック
取付部品）で、同社としても初の試みであった。
発注元企業はその製品を実現するため、それまで何社に

も問い合わせ、試作依頼を
していたが、満足のいく結
果が得られずにいた。最終
的に同社が三鎮工業の
ホームページにたどり着
き、問い合わせをしたのが
きっかけだった。
「お話をうかがい、試作
品を提出したところ、一度
でOKをいただきました」
（山田浩司社長）
こうして一気に発注元
企業の信頼を獲得し、製造
を請け負うことが決まる。
当初、目標としていた売上

個数は月1万個だったが、まもなくして受注量が拡大。今
では月4万〜 5万個を出荷している。
「そうした急な増産要求に対応できたのも、新たに設備
を導入したからこそ、です。
最新のCNC旋盤では、加工精度の向上に加えて、背面
側の複合加工能力も向上し、加工スピードが20％も上が
りました。正面と背面の加工が同時にできる『オーバー
ラップ加工』も可能なので、高精度の量産に対応する力が
高いんです」
一方、洗浄機の導入はボトルネックの解消に役立ち、全
体的な生産工程のスピードアップにつながった。
「従来の洗浄機と比べると、一度の処理量が2倍に増えま
した。部品の出入り口が同一だった従来の洗浄機と比べ、
新しい洗浄機は大型なうえ、投入口と出口が別々なので連
続して処理できるんです。以前は生産スピードに洗浄が追
いつかず、ボトルネックになっていましたが、解消するこ
とができました」
新しい5台の機械は導入後すぐにフル稼働し、その成果
は売上が跳ね上がるという数字になって表れたという。

●時代のニーズをとらえ、 
スマートファクトリーへ進化する

山田社長が「当社は『早い・うまい・安い』がポリシー

●助成金を活用して一気に5台を導入、 
増産体制を敷く

三鎮工業株式会社では精密挽物加工を専門に、エアコン
や医療機器、デジタルカメラなどの光学機器、自動車の部
品等を製造している。社会の変化スピードが早く、ITをは
じめとする技術革新が急速
に進むなかで、顧客ニーズの
多様化が進み、加工精度の難
度も上がり続けている。そう
したニーズに応えるべく、同
社では積極的に自動化や合
理化を進め、高精度の部品を
量産できる体制を整えてき
た。
広々とした工場には60台
近い工作機械が整然と並び、
24時間稼働しているが、操作
しているのはわずか7人であ
る。多能工化と自動化が進

成長産業等設備投資特別支援助成事業 付加価値の高いものづくり区
分

精密切削加工部品の新規受注・
増産への対応

三鎮工業株式会社では空調機器や医療機器、デジタルカメラなどの精密部品の加工を行っている。高精度大量生産を得
意とし、順調に売上を伸ばしてきた。平成27（2015）年には助成金を活用して一気に5台の最新設備を導入。エアコン
電動弁用部品と新製品の増産を同時に達成するとともにボトルネックを解消し、生産体制の強化に成功した。製品およ
び技術の高付加価値化を果たし、申請当時に比べて売上3倍増、営業利益5倍増という成長を遂げている。

三鎮工業 株式会社

助成金申請のポイントはココだ!!

所　在　地	 �〒205-0023 東京都羽村市神明台4-10-10
代表取締役社長	 山田 浩司
設　　　立	 1967年（創業：1955年）
資　本　金	 2,035万円
URL	 https://sanshin-i.com/
事 業 内 容 	 �精密切削加工（モーター、デジタルカメ

ラ、エアコンディショナー、医療機器の
部品等）

是非知って
もらいたい！
当社の場合、最大の成功ポイントは、申請をサポートしてくれる中小企業診断士の先生の存在でした。数年前、初めて助成金を申請し

た際、メインバンクから紹介された方です。彼とはもう長いつき合いになり、何かと相談に乗っていただいているので、私たちの考え方
や理念、方向性をよく理解していただいています。なので、今回も短時間の打ち合わせで、的確な素案を提案いただき、最終的に私ども
の納得いく申請書を作成することができました。面接へは当然、社長の私が行きました。「こうしたい」という夢、それを実現するための
ストーリーは、それをつくった自分自身が語るしかないからです。その熱意が伝わり、対象事業に選んでいただけたと思っています。「自
分の想いを形にし、自分の言葉でしっかり伝える」という点に尽きるのかもしれません。

です」と笑うように、同社のQCD（品質・コスト・納期）
管理の徹底ぶりは高く評価されている。検査部門も充実し
ており、「中途半端なものはお客様に出さない。社内で必
ず完璧に仕上げる」が信念だ。その結果は、7年前に比べ
て売上約3倍増という数字にも表れている。
「これからもお客様に必要とされ、信頼される会社であ
りたい。そのために、今後はさらに自動化や従業員の多能
工化を進め、AIやロボット、IoTを活用したスマートファ
クトリーへと進化させていきたいと思っています。
これからは換気機能も兼備するなど、エアコンの高機能
化が進むと予想されます。電気自動車の普及も進み、高機
能家電の仕組みが自動車にも搭載されるようになるで
しょう。そうなれば、我々の部品もますます小型化、精密
化が要求されます。難度は高いですが、むしろうちの得意
分野。今後も設備を充足させ、積極的に取り組んでいきた
いと思います。そして、従業員にも『この会社で働けてよ
かった』と思ってもらえるような、みんなが豊かになれる
会社を目指していきたいと思っています」積極的な設備投資とQCD管理の徹底で、売上3倍増を実現

代表取締役社長
山田 浩司 氏

プログラム制御できるCNC旋盤を活用
し、高精度の量産を可能にしている。

設備情報
①�株式会社ツガミ製　CNC自動
旋盤（B0126-Ⅲ）2基

②�株式会社ツガミ製　CNC自動
旋盤（B0206-Ⅲ）2基

③�タイセイクリンケミカル株式会
社製　全自動横型3槽式自動洗
浄機　1基① ② ③

導入した自動洗浄機により、一度に部品を
洗浄できる量が2倍になった。

精度を高く保つため、品質管理も重視。ISO9001も取得済みだ。品質管理部門をはじ
め、全社員がQC検定3級以上の取得を目指している。


